
 

 

PPG 工業用塗料部、北米地区での製品価格引き上げを発表 

 

【ピッツバーグ、2004 年 9 月 24 日（ビジネスワイヤ）】 

 

ピーピージー・インダストリィーズ（PPG）の工業用塗料部は、北米地区において、すべての液体塗

料製品と粉体塗料製品の価格引き上げを発表しました。 

 

価格引き上げは、契約に別段の定めのない限り、10 月 1 日から実施されます。引き上げ幅は、粉

体塗料製品で 10～12％、一般工業用液体塗料製品と接着剤で約 7％となります。PPG のコイルコ

ーティング用製品と押出成形用製品については、既に 7 月に 5％の価格引き上げを実施済です。 

 

「諸経費の急騰によって、弊社の工業用塗料事業は、極めて大きな課題に直面しています。経費

削減については、各工程の効率化、一貫した方針の下でのサプライヤーとの契約交渉の徹底、

高騰し続ける輸送費に対する流通過程最適化による対応など、今後も積極的な取り組みを続け

ていく所存です。弊社は、製品価格の引き上げを抑えるためのメカニズムとしての原価管理に全

力を尽くしています。」 

 

「このような努力を重ねる一方で、弊社内で使用している溶剤、樹脂、顔料、容器などの原材料費

は大きく膨れ上がってしまいました。また、エネルギー費や輸送費の高騰は、弊社の業績に悪影

響を与え続けています。特に輸送費の高騰は、輸送サービスの供給不足が主たる原因となって

います。残念ながら弊社としては、経費上昇分の一部を価格引き上げという形で、お客様に転嫁

せざるを得なくなってしまいました。」PPG の工業用塗料担当副社長 J・リッチ・アレクサンダーは、

このように説明しています。 

米・ピッツバーグに本社を置くPPGは、世界でトップクラスの自動車用塗料メーカーであり、工業用

塗料、容器用コーティング剤のグローバルサプライヤー。 また、北米で有数の建築用塗料    

メーカーでもある。 さらに、PPG は板ガラス、加工ガラス、ガラス繊維（連続ストランド）、化学品も

生産している。 2003 年の売上高は 88 億米ドル（約 9,680 億円）。 

 

 



お問い合わせ先： 

〒１５０－０００２ 

東京都渋谷区渋谷２－１５－１ 

渋谷クロスタワー１３階 

PPGジャパン（株） 

工業用塗料部 

  TEL 03-3476-7015 

  FAX 03-5778-2557                                                 

大阪営業所： 06-6376-3161 

    E-mail:  sales_japan@ppg.com 

  ホームページ：http://corporate.ppg.com/PPG/SBU/IndustrialCoatings/Japan 


